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②主な文化遺産 

棚原区周辺保存活用区域の主な文化遺産は、下表のとおりである。 

表 主な文化遺産 

名称 概要 写真 

棚原のミルク 

（棚原 133） 

【分類】：芸能 

 棚原のミルク（弥勒）信仰は首里の赤田から伝わ

ったとされ、ミルクの仮面などは棚原ノロ殿内の祭

壇に祀られている。 

 酉年の旧暦８月15日には、ミルクの仮面を頭か

ら被り、神衣装を着け、世果報を祈願するミルク

踊りを行う。 

 旧暦12月20日には“ウマリトゥイタティ”と称して、

この年に生まれた赤子らの誕生をミルク神に報

告し、健康を祈願する。 

棚原グスク 

（棚原 117） 

【分類】：官公庁・政治関連 

 およそ14～15世紀に属するグスク跡で、標高

130～150ｍの石灰岩丘陵上に位置する。 

 『琉球国由来記』にみえる「棚原城之殿」の平場

が、棚原グスクの主郭と思われる。 

 自然の難所をうまく利用してつくられたグスクであ

る。グスク北側では、戦後に採石が行われた。 

棚原貝塚 

（棚原 78） 

【分類】：集落関連 

 縄文時代後期～晩期相当期の遺跡で、遺物とし

て縄文時代後期の土器などが採集されている。 

 海の貝よりも陸の貝類が多く、貝塚でも前期のも

のとみられる。 

 鍾乳石でできた変形楕円体の装飾品らしきもの

が発見されている。 

土帝君
とぅーてぃーくん

 

（棚原 77） 

【分類】：祭祀信仰 

 棚原ノロ殿内下側の比嘉家敷地内に所在する。

 比嘉家の当主が200年ほど前に、首里のニシム

イ（那覇市首里儀保付近）からフトゥキ（仏=土帝

君）を持ち帰ったのが始まりとされる。 

 五穀豊穣と子孫繁栄の神とされる土帝君は、か

つて旧暦２月２日のクスッキーと５月５日のグング

ァチャーに祭祀が行われていたが、現在は旧暦

の２月２日のみ行われている。 

石畳道 

（棚原 24） 

【分類】：集落関連 

 道幅が1.8ｍ、長さ約27ｍの琉球石灰岩を素材

につくり上げられた石畳道である。 

 西原町内で石畳道が残されているのは棚原集

落のみとなっている。 

 かつて東西の石畳道を境にして上下に組分けし

て、綱引きが行われており、石畳道の近くに雄雌  
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名称 概要 写真 

の綱を合体させるカニチグチがあった。 

 以前は周辺に竹や木々が生い茂り、風情があっ

たが、開発などにより景観が変化しつつある。 

棚原旧宮里家

屋敷跡 

（棚原 114） 

 

[町指定史跡] 

【分類】：集落関連 

 屋敷に隣接する道や、屋敷入口へつながる道は

石畳敷となっている。 

 屋敷内には、母屋の礎石や石柱、ヒンプン（目隠

し塀）、便所を兼ねた豚の飼育小屋であるフー

ル、シーリ（下水溜）や井戸といった石造の構造

物が点在する。 

西原間切棚原

村 か ら 伊田
い だ

親雲上
ぺ ー ち ん

宛の板

証書 

（棚原 115） 

[ 町 指 定 歴 史

資料] 

【分類】：歴史資料 

 1869年に作成されたもので、作成者は不明。 

 端正な楷書を用いて、候文で470字の文字が刻

印されている。 

 「道光年間（1821～1850年）に西原間切棚原

村は自然災害によって疲弊し、140万貫にもおよ

ぶ多額の負債をかかえた。それを聞きつけた伊

田親雲上は、百姓たちが立直れるようにいろいろ

と援助し、そのおかげで農作業もうまくいき、年貢

や諸上納も完納することができた。その御恩を、

子々孫々にいたるまで忘れないためにこの感謝

状（板証書）を贈呈した」という内容である。 
 

棚原ノロ殿内 

（棚原 120） 

【分類】：祭祀信仰 

 拝殿の中には祭壇が設けられ、ミルク（弥勒）神

が祀られている。 

 このノロ殿内に祀られている神々は、ユーヌ神

（世の神）であるので、旅立ちのときにはここを参

拝する慣わしがあったとも伝わる。  

 

③今後の取組方針 

ア．観光活用に向けた既存散策コースの情報発信・新規コースの整備 

 観光ガイドマップに掲載されている棚原グスクを起点とした散策コースについて情報発信

を促進するほか、周辺の休憩ポイントや店舗などを含めた散策マップを作成し、周知を図る。 

 石畳道や土帝君など散策の核となる文化遺産については、アクセス道の整備や解説板・誘導

サインの整備を検討する。 

 

イ．域内文化遺産の調査研究の推進 

 棚原グスクや棚原貝塚など先史時代の遺跡について、整備や活用のあり方を検討するために

も、調査研究・記録を促進する。 

 「棚原のミルク」や「酉年まーるあしび」など特徴的な文化遺産について、映像による記録

保存を行う。 
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 那覇市首里地域との関連性について、土帝君を持ち帰ったとされる「首里のニシムイ」の調

査や、「赤田のみろく」との比較を行うなど、調査研究を深めていく。 

 

ウ．石畳道など特徴的な文化遺産保全の推進 

 石畳道の周辺環境は、開発などにより風情が失われつつあることが懸念されており、地域住

民との意見交換を行いながら、保全のあり方を検討する。 

 石造の構造物や、「棚原」という地名の由来ともなった棚田を育んだ地形景観など、棚原区の

特徴的な文化遺産とその周辺環境の保全を推進する。 

 

エ．文化遺産の保存・活用に向けた体制の構築 

 地域で文化遺産を保存・活用する団体を支援する。また、自治会や地域団体を中心に、文化

遺産の保存・活用を検討する組織の結成などを支援する。 

 

オ．他地域と連携した「ミルク」の情報発信の推進 

 「棚原のミルク」は、首里の赤田から伝えられたとされることから、首里や他地域のミルク

や行事の内容を比較したビジュアルブックなどの作成をとおして、棚原区の歴史文化の特徴

や魅力を発信していく。 
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（３）運玉森周辺保存活用区域 

①ストーリー 

西原町と与那原町の境界に位置する運玉森は、方言で「ウンタマモー」または「ウンタマムイ」、

別名「西原富士」とも呼ばれ、西原町民の心の拠り所となっている山といえます。町のシンボル

として、町内の各小中学校の校歌や町歌などに取り入れられており、小学校の卒業記念として運

玉森登山なども行われてきました。頂上付近からは、集落の町並みや知念半島、中城湾に浮かぶ

島々が見渡せる風光明媚なところです。 
運玉森には安室と与那原町字大見武の両方の御嶽があり、西方は安室で、南方は大見武の拝所

となっています。かつては安室や桃原集落のカヤモー（生活燃料・材料の収集地）でもありまし

た。また、安室のアシビのときには、男たちが運玉森にこもって練習したといいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このように、運玉森周辺は、沖縄戦における激戦地として戦争の記憶を伝える場所であると同

時に、運玉義留などの民話をはじめ、西原町における豊かな口承文芸の世界を伝える場所でもあ

ります。西原町の特徴として本構想においても特別な地域と考えられることから、保存活用区域

として位置づけます。 
  

●多くの伝説 

18 世紀の初頭に活躍したとされる義賊・運玉義留が隠れ住んでいたという伝承があり、芝居や映

画の題材にもなってきました。西原町立図書館のマスコットキャラクターにも、「ウンタマギルー」の呼称

が用いられています。 

また、運玉森のふもとにある烏帽子井には「天女羽衣伝説」があり、与那原町との境となる中腹あた

りには、首里の王女が祀られていると伝わる三津武嶽もあります。 

運玉森の西側には、嘉手苅村出身で歌・三線と相撲好きな御茶多理真五郎にまつわる御茶多理

道があるなど、歴史的人物にまつわる豊かな口承文芸の世界をかたちづくっています。 

●山の返し 

運玉森のケーシ（返し）として仕立てられた石獅子が、呉屋と桃原の集落に伝わっています。 

呉屋集落には、運玉森に向けて設置された石獅子があり、「ヤマヌカミ（山の神）のケーシ（返し）」で

あるといわれています。いわば集落の守護的な性格を持つものであり、これをしないと精気を取られる

とされました。また、運玉森のふもとに位置する桃原集落にも、呉屋の石獅子に相対するように石獅

子が設置されていました。これは呉屋の石獅子が運玉森の返しとして設置されたため、桃原で度々出

火が起き、その火返しのために設置したといわれています。 

●激戦地 

現在はそのほとんどがゴルフ場となっていますが、沖縄戦では、日米両軍による激しい戦闘が展開

され、ふもとの与那城、我謝、安室は焼け野原となりました。戦後、西原町内で最初に居住許可が降

りたのは与那城と我謝の一部であり、戦後の西原町の歩みは、ここから始まったといえます。 
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②主な文化遺産 

運玉森周辺保存活用区域の主な文化遺産は、下表のとおりである。 

表 主な文化遺産 

名称 概要 写真 

運玉森 

（桃原 23） 

【分類】：名勝・天然記念物 

 運玉森は標高158.1メートルで、地質的には島尻

層群にシルト質泥岩層と砂岩層からなる。 

 西原富士と称される美しい山容を持ち、町民の

心の拠り所となっている。 

三津武嶽
み ち ん じ ゃ き

 

（与那城 32） 

【分類】：祭祀信仰 

 運玉森東側中腹に立地する古墓。『球陽』外巻

「遺老説伝」（1745年）には、日本に漂流した聞

得大君が帰国し、与那原の御殿山（現在の与那

原小学校東向い）に居を構えていたが、死後、三

津武嶽に葬られたとある。 

 『琉球国由来記』（1713年）に記載されている

「友盛ノ嶽御イベ」に相当する。 

三津武嶽
み ち ん ざ ち

拝
う が

み 

（与那城 31） 

【分類】：祭祀信仰 

 一年間に生まれた子どもの数を報告し、健康を

祝す祭祀で、与那城の年中行事である。 

 与那城では、三津武嶽に葬られた聞得大君の説

話を伝えながらも、聞得大君が死の直前に、私

を葬って後、子どもが誕生したときには拝むように

との遺言を残した。それから「ミチンザチウガミ」を

行うようになったと伝わる。 

エボシガー 

（我謝 32） 

【分類】：集落関連 

 運玉森のふもと標高43m 前後に位置する。『琉

球国由来記』にはエボシガワノ嶽(神名：君ガ御

水主ガ御水ノ御イベ）とある。 

 昔、古波津爾也という人が、その泉を自分の烏

帽子を置いて、農耕したのにちなんで、エボシガ

ワと称するようになったと伝わる。天女羽衣伝説

がある。かつて、この井泉で聞得大君加那志らに

よって毎年２～３月に祭祀が行われた。 

オンタマノ嶽 

（安室 53） 

【分類】：祭祀信仰 

 『琉球国由来記』にはオンタマノ嶽（神名：スズノ

御イベ）とある。運玉森山頂より少し西側に位置

するのが安室の拝所となっている。 

― 

運玉義留
う ん た ま ぎ る ー

 【分類】：口承文芸 

 芝居に登場する義賊。油喰坊主とともに運玉森

を拠点とし、王族や士族の家から盗み取った金

品を貧民へ分け与えたとされる。 

 映画の題材にもなっている。 

― 
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名称 概要 写真 

AE豆腐 E

と ー ふ

AAE小坂 E

ぐゎーびら

 【分類】：口承文芸 

 字池田から首里弁ヶ嶽へ上る旧道である。この

道の土質が泥岩からなり、まるで豆腐の角切りに

似ていることからこの名前となった。現在は沖縄

自動車道の開通に伴い一部が分断され、通行

不能となっている。 

― 

AE御茶多理道 E

う ち ゃ た い み ち

 【分類】：集落関連 

 首里から弁ヶ嶽を経て、西原（池田・桃原・小波

津・呉屋方面）へ至る道。運玉森の西側を通る。 

 西原町の海側の集落や中城村の伊集・津覇・和

宇慶方面の人々が首里へ野菜や魚、塩などを

売りに行くために使用した旧道である。この道に

は、『球陽 外巻 遺老説伝』にも登場する御茶

多理真五郎の墓、御茶多理ヒージャーなどが所

在する。 

 この道を利用していた地域では、御茶多理真五

郎の伝説から、ムーチーなどの節日を一日早く

執り行う。 

― 

呉屋の石獅子 

（呉屋 28） 

【分類】：集落関連 

 運玉森に向けて設置された石獅子があり、「ヤマ

ヌカミ（山の神）のケーシ（返し）」であるといわれ

ている。 

 

 

桃原の石獅子 

（桃原 58） 

【分類】：集落関連 

 1996年に、桃原の古島付近で２基の石獅子が

掘り出された。盗難をおそれて埋めたものだと伝

わる。 

 呉屋の石獅子が運玉森への返しとして設置され

たため、桃原で度々出火が起き、その火返しの

ため仕立てたといわれている。  

※名称後ろの数字は、文化遺産 ID である。 

 
③今後の取組方針 

ア．運玉森周辺の景観保全の推進 

 景観整備の所管課と連携しながら、運玉森から海岸線への眺望や、平野部から運玉森への眺

望の保全を図る。 

 
イ．「戦争の記憶」の継承の推進 

 運玉森は「コニカルヒルの戦い」が行われた激戦地でもある。写真展などによる情報発信を

行い、自然や眺望だけではなく、戦争の記憶についても次世代へ継承する。 

 


